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業といった個人レベルの要因が自殺行動に与える影響にも注目が集まってい




































る（Qin, et al. 2003）。さらに，スウェーデンのストックホルムの全住民を
対象とした縦断的調査においても，単身者と比較すると，カップルで同居す








明らかにしてきた（Makinen and Wasserman, 2009; Milner et al., 2013; 堤・
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